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海外コンサルティング事業の展開

国内炭火力発電所の開発 海外炭火力発電所の開発

大容量送電線・周波数変換所の整備 大容量送電線の建設・連系線、幹線の拡充

大規模水力発電所の開発 大規模揚水発電所の開発

原子力発電所の開発

海外発電事業の展開、海外での再生可能エネルギー開発

既設設備のアップサイクル

ネットワークの増強

風力発電事業の展開、洋上風力の開発

1952年9月
「電源開発促進法（1952年7月31日
法律第283号）」に基づき、政府出資
の会社として設立

2004年10月
東京証券取引所
第一部に上場

J-POWERは今年で　　　　　　を迎えます70周年

時代の要請

発電設備容量の推移
（万kW）

戦後の電力不足の解消 オイルショックを契機とした電源の多様化 グローバル展開・気候変動問題への対応

■  国内電気事業 
（風力）
■ 海外発電事業　
■  国内電気事業 
（地熱）　
■  国内電気事業 
（火力）　
■  国内電気事業 
（水力）　

J-POWERグループは、戦後の日本の電力不足を克服するため1952年に政府により設立さ
れて以来、水力発電および火力発電による電力の卸売事業を展開するとともに、日本各地を
結ぶ基幹送電線による電力の託送事業を行い、全国大の電力の安定供給に貢献してきまし
た。2004年には、東京証券取引所第一部（現プライム市場）に上場して完全民営化し、成長
が見込まれる海外での発電事業や、風力発電や太陽光発電、地熱発電といった再生可能エ
ネルギーの開発など、時代ごとに異なる電力ニーズに応えて成長してきました。現在の電源
構成はバランスのとれたポートフォリオとなっており、2050年カーボンニュートラルを目指
して柔軟に対応していきます。

佐久間発電所運転開始
（1956年）

松島火力発電所運転開始
（1981年）

奥清津発電所（揚水）運転
開始（1978年）

大間原子力発電所
建設工事の開始（2008年）

せたな大里ウインドファーム
運転開始（2020年）

トライトン・ノール洋上風力
発電所（英国） 運転開始
（2022年）

ジャクソンガス火力発電所
（米国）運転開始
（2022年）

J-POWER グループ　統合報告書 2022 3J-POWERグループが 
提供する価値

J-POWERグループの 
戦略と事業

TCFD提言に基づく 
情報開示

J-POWERグループの 
サステナビリティ戦略

データセクション

J-POWERグループの沿革

（注）  連結子会社および持分法適用会社の設備を含む 
合計出力は各プロジェクトの総出力に当社の持分比率を乗じて算出 
送変電設備は電源開発送変電ネットワーク（株）（J-POWER送変電）
が運営

送変電設備 （2022年3月末）

送電設備（亘長）  2,410.1km

　交流送電線  2,142.9km

　直流送電線  267.2km

変電所（出力） 4ヵ所 430.1万kVA

周波数変換所（出力） 1ヵ所 30万kW

交直変換所（出力） 4ヵ所 200万kW

J-POWER 
運転中の 

発電設備内訳＊

＊ 2022年3月末現在 
持分出力

水力 34.5%

海外石炭 3.8%

海外ガス 20.3%

海外再エネ（水力・再エネ・太陽光）2.2%

ガス 0.9%

石炭 36.2%

風力 2.0%

地熱 0.1%

海外計26.3% 国内計73.7%

バランスのとれたポートフォリオ 




